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認知症にまつわる悩み、専門スタッフに相談できます
・汐田総合病院  会場:ラウンジぴゅあ（病院2階）
11月8日（木）12月13日（木） 14:00-16:00
・うしおだ診療所  会場:友の会汐田・向井町支部事務所
11月8日（木）12月13日（木） 13:30-15:30

    鶴見在宅ケアネットワーク公開勉強会   うしおだグループと市民の健康サポート教室

うしおだ診療所の野末浩之医師は、
日常臨床の傍ら県内の女性保護施設
で、精神科嘱託医として月2回の相談
業務に従事しています。その中での
DV被害者支援で、筆者が取り組んで
いる心理教育について女性相談者に
向けて紹介されています。自分が悪
いというマインドコントロールから
の解放をめざし、その後、被害者が
自尊心を回復させていく経験が何よ
りの良薬と記しています。

DV被害の回復にむけて･精神科医からのメッセージ

「理学療法士が教えるリハビリと介護予防の
お話 ～知ってて良かったリハビリ最前線～」
日時:10月22日（月）15:00～
場所:ココファン鶴見
先着100名様

   野末浩之著 萌文社

川のまちエリア会議で認知症サポーター養成講座＆ストップオレオレ詐欺

日時:11月17日(土）13:30-
16:30
会場:鶴見公会堂ホール
申し込み:鶴見区医師会
在宅部門ؙTEL:045-503-1289

 講演「まちがえちゃたけど、まあいいか」と
                                             言える社会に
講師:注文をまちがえる料理店」発起人ؙ小国士朗氏
第2部:認知症の方と家族を地域でどう支えるかPart2
汐田総合病院ؙ宮澤医師が第2部の在⾧兼パネリスト
として参加します

10月3日「川のまちをよりよくする講座」が新鶴見ホームを会場に行わ
れました。今回は地域の民生委員,自治会⾧の方だけではなく、金融機
関、近隣商店からも参加がありました。
テーマは「認知症サポータ養成講座」と「振り込め詐欺対策」です。
認知症のテーマでは「皆さんが思う認知症ってどんな人?どんな様子か
ら気づくか?」をテーマに意見を出し合い、他人から見ると認知症と疑
わしいが、家族が同居していても元々会話が少ないため気づかない場合
もある等、事例も報告されていました。
振り込め詐欺では、昨年度の県内被害額が57億79百万円と巨額のお金
がだまし取られていることや、被害の入り口は殆ど電話で高齢者が特に
女性が被害にあいやすい実態が紹介されました。犯人グループはシナリ
オにそって話を進め、被害者に冷静な判断をできない状況に巻き込むプ
ロであり、1日500～1000本の電話をかけ標的を探していることが実態
が報告されました。県では留守番電話や迷惑電話防止装置の利用を薦め
ているそうです。
その他には「川のまちエリア会議」公式キャラクター「おせっかい君」
がお披露目され、「おせっかいがあったかい」のキャッチフレーズと共
に、高齢者・障がい者・子供等誰でもが安心して暮らせる街を皆で目指
していくことが確認されました。

うしおだ総合ケアセンター
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